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-西村長重さん(78歳・材木町)

お知らせ号】

ここは、第一中学校前の阪田屋一。

「特殊な仕事になっちゃって…。あ

れこれ、始めて 、64年ぐらいかね」
両 tJ.s

と、湯伸し釜に火を入れながら話す
ふら、は・3

西村さん。着物の洗張、ヌL洗、しみ

抜き、湯伸しを専門に、娘さん夫妻

らと共に庖を切り盛りしています。

「湯伸し」とは、縮んだ表地と装

地に蒸気をあて平均にし 、仕立てた

状態に直す作業。一着ごと湯伸しを

する「丸湯伸し」の技術は、県内で

は西村さんだけだそうです=写真左。

「生地の特性を生かしながら 、蒸気

でl隔も丈も伸ばしてやるj めがコツ

で、妻の許女さんとの息もピッタリ。

ぽっぽと蒸気が立ちょがるなか、

西村さんは、こう語1)ます。「新しい

素材が出てくるので毎日が研究。こ

れでいいといつことはないね」。 そ

して、「人のー帳羅を預かる以上、 気

を抜くわけには-一」と 。

高齢化社会を共に

考え3市民的集V

S月27日⑧ 午前11時

文化センター(材木町)

〈内容〉映画、 上坂冬子さんに

よる講演



トを大型プロジェク

円滑に擁進
3年度一般会計予算案265億円

3月定例市議会ガ、 3月5日から始まりましだ。市

議会は、 3月22日まで18日間の会期で開かれます。今

回は、平成2年度一般会計補正予算、同3年度一般会

計予算など37議案ガ提案・審議されています。

初日の市長施政方針の中から、平成3年度を迎える

に当疋って、主な施策について紹介します。

ユ「量的暮らしを支え3大動脈1I\~生活

-
高
速
突
通
網
の
整
備

マ
上
信
越
自
動
車
道
は
、
現
在
各
協

議
区
に
お
い
て
設
計
協
議
中
。

マ
北
陸
新
幹
線
維
井
沢
・長
野
聞
は
、

必
要
な
調
諜
を
行
っ
た
う
え
で
、
平

成
三
年
度
に
お
い
て
所
要
の
認
可
な

ど
の
手
続
き
を
待
て
建
設
に
着
工
。

マ
信
越
線
は
、
県
か
ら
の
基
本
方
針

で
、

J
R
か
ら
の
無
償
譲
波
ま
た
は

無
償
貸
与
を
前
提
条
件
に
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
に
e

-
突
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

マ
上
回

・
篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
は
昨
年

十
二
月
に
都
市
計
画
決
定
と
な
り
、

早
期
事
業
着
手
す
べ
く
運
動
を
展
開
。

マ
都
市
環
状
線
の
上
回

・
篠
ノ
井
バ

イ
パ
ス
分
岐
点
下
之
条
地
区
i
国
道

一
四
三
号
線
吉
田
地
区
間
が
昨
年
十

二
月
都
市
計
画
決
定
。
平
成
三
年
度

ょ
っ
事
業
を
推
進
。

-
街
路
の
整
備

-
公
園
の
整
備

マ
御
所
自
治
会
南
部
の
集
落
地
区
に

児
童
公
閣
を
設
置
。

げ
ん

u

マ
長
島
地
籍
玄
蕃
山
に
約
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
地
区
公
闘
を
設
置
。

-
下
水
道
の
整
備

マ
上
塩
尻
ポ
ン
プ
場
が
二
月
二
十
六

日
に
完
成
。
平
成
三
年
度
か
ら
は
下

塩
尻
ポ
ン
プ
場
の
建
設
に
着
手
。

[2] 広報うえだ'3.3. 16 

マ
上
回
駅
大
星
織
は
、
旧
北
上
田
駅

上
交
差
点
部
分
を
含
め
西
側
二
ハ

0

メ
ー
ト
ル
聞
を
除
い
て
は
ぽ
完
成
し

今
後
残
り
区
聞
の
早
期
完
成
を
促
進

0

・
機
能
的
な
都
市
環
境
づ
く
り

マ
上
田
駅
構
内
自
由
通
路
の
工
事
を

促
進
。
平
成
四
年
六
月
が
完
成
目
標
。

マ
駅
前
再
開
発
事
業

・
中
心
市
街
地

再
開
発
事
業
は
、
地
権
者
、
関
係
者

な
ど
と
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
核
テ

ナ
ン
ト
の
出
庖
意
向
調
査
を
実
施
。

マ
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
仁
古
田
、

下
之
郷
地
区
で
管
路
埋
設
工
事
を
促

進
。
仁
古
田
地
区
は
平
成
三
年
度
に

供
用
開
始
が
目
標
。

-
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

マ
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
安
全

対
策
と
、
自
治
会
な
ど
で
小
型
除
雪

機
の
購
入
に
対
し
補
助
制
度
を
創
設
。

マ
ご
み
の
減
量

・
再
資
源
化
は
、
「
市



般
Z主

計
当
初
予
算
(案)

γ入
141軍5，500万円

活力I¥'i産業め振興

-
伸
び
ゆ
く
商
工
業

マ
駅
前

・
中
央
二
丁
目
の
再
開
発
事

業
を
獄
艇
的
に
推
進
。

マ
ま
た
、
「
中
心
商
庖
街
活
性
化
及
び

再
開
発
基
金
」
を
設
置
し
、
再
開
発

卒
業
な
ど
に
対
応
。

マ
県
営
上
回
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
は
造

成
も
順
調
に
進
み
、
今
秋
に
は
分
説

加
億
釧
万

7
千
円

語講工食

17億
9，900万円

東m田林間工業団地

の
予
定
。

マ
ゴ
ル
フ
場
ゾ
ー
ン
を
含
め
た
東
山

国
有
林
活
用
構
想
の
笑
現
に
努
力
。

マ
東
山
地
岡
林
間
工
業
団
地
第
二
期
造

成
卒
業
第
一
エ
区
は
米
秋
ご
ろ
に
は

企
業
立
地
へ
。

マ
ふ
れ
あ
い
の
早
寝
備
事
業
の
推
進
。

中
禅
寺
|
描
光
院
|
前
山
寺
ま
で
の

遊
歩
道
は
三
月
末
ま
で
に
完
成
。
三

年
度
は
仮
称
「北
条
の
館
」
を
建
設
。

・
農
林
業
の
振
興

マ
中
核
農
業
者
な
ど
へ
農
用
地
流
動

化
促
進
奨
励
余
交
付
ギ
業
を
実
地
。

マ
地
熱
水
の
揃
削
と
利
活
用
計
闘
の

推
進
(
室
白
地
区
)

マ
新
た
に
「
林
業
山
村
活
性
化
林
業

構
造
改
善
事
業
」
を
導
入
。

衛生貸

181曹6，500万円

快適Tう3おし、め川とりと潤\，~O\eJ¥ 'i教!JC
民
ご
み
モ
ニ
タ
ー
」
や
モ
デ
ル
自
治

会
を
設
定
し
、
上
田
市
に
適
合
し
た

改
善
策
を
推
進
。

マ
河
川
の
汚
濁
に
対
し
、
今
後
も
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
促
進
。

-
学
校
教
育

マ
例
性
を
生
か
す
教
育
の
実
践
に
多

目
的
教
室
な
ど
を
配
慮
。
ま
た
、
教

育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
年
次
計
闘
で

科
学
校
へ
配
置
。

マ
凹
中
第
二
校
舎
を
二
か
年
に
わ
た

り
全
耐
改
築
。

マ
生
徒
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

教
育
相
談
体
制
を
強
化
。

マ
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進
に
引
き

続
き
努
力
。

-
社
会
教
育

マ
市
民
が
学
習
機
会
を
選
択
で
き
る

よ
う
、
公
民
館
、
図
替
館
な
ど
で
学

習
情
報
を
提
供
す
る
体
制
を
整
備
。

-
福
祉
施
策
の
推
進

マ
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
重
度
の
身

体
障
害
者
の
家
庭
内
で
の
急
病
、
事

故
に
対
し
て
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

消
防
署
と
述
時
の
?
え
設
置
。

マ
東
部
保
育
園
の
一
時
保
育
に
加
え
、

保
育
時
閉
め
延
長
を
推
進
。

マ
男
女
平
等
の
社
会
実
現
を
目
指
し
、

上
田
市
女
性
行
動
計
画
策
定
を
推
進
。

・
医
療
体
制
の
充
実
強
化

マ
職
員
に
よ
る
医
療
問
題
対
策
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
、
え
な
が

ら
、
研
究
会
な
ど
を
構
成
し
、
検
討
。

マ
「
在
宅
老
人
薬
歴
管
理

・
服
薬
指

導
調
査
事
業
」
を
推
進
。

マ
引
き
続
き
、
上
回
城
跡
公
閣
の
務

備
を
促
進
。

マ
「
ヘ
ル
ス
ピ
ー
チ
上
回
」
(
室
内
プ

ー
ル
)
は
平
成
四
年
三
月
完
成
の
予

{疋。

[3] 

川西小の多目的教室

広報うえだ'3.3. 16 
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保
険
税
と
医
療
費
・
届
け
出
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
保
険
税

田
園
入
者
は
、

曲
目
"
納
税
が
義
務

他
の
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
や

生
活
保
護
受
給
者
以
外
は
、
世
帯
、
五

の
刷
け
出
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
が

阿
保
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
作
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す

問
保
{
同
氏
位
胤
保
険
)
の
加
入

者
は
、
保
険
税
を
納
め
る
義
務
か
あ

り
ま
す
阪
療
伐
を
舵
う
前
に
、
き

ち
ん
と
保
険
制
悦
を
主
払
・
7
こ
と
が
大

切
て
す

-
E畠
療
費
の

固
一
闘
貧
富
な
財
源

保
険
制
机
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

.仇

療
刊
の
立
払
い
が
で
き
な
く
な
リ
ま

す
。
阿
川
仰
の
巡
営
が
き
び
し
く
な
れ

ば
、
保
険
税
の
仙
川
上
げ
に
つ
な
が

勺

て
し
ま
い
ま
す

圃
圃
唱
白
ま
で
に

制
規
制
め
ま
し
ょ
う

一七
日
は
、
千
成
二
年
肢
の
批
終
の

納
期
川
で
す
ん
ー
ま
で
に
納
め
忘
れ

の
か
た
は
、
ド
ボ
納
に
な

勺
て
ゥ
て
い

ス
dx 
g; 
イ
ヤ

」
'⑬--

$.ラ1}<~3. 3. 16 [4] 

例
年
に
な
く
・
事
が
多
く
、
厳
し
い
冬
の
紫
、

さ
も
よ
う
や
く
緩
み
、

U

梓
の
訪
れ
を
感
じ
さ

せ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

上
田
市
は
、
昨
年
地
行
さ
れ
た
「
ス
パ
イ

ク
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
附
す
る
法
作
」

に
法
づ
き
、
問
月
一
日
か
ら
、
ス
バ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
使
聞
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
い
て
い
る
皆

さ
ん
、
禁
止
に
な
る
ま
で
は
、
は
い
て
い
た

っ
て
か
ま
わ
な
い
、
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
粉
じ
ん
の
発
生
を
な
く
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
と
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
今

す
ぐ
ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
脱
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ピ
ン
を
抜
い
て
ス
ノ
l
タ
イ
ヤ
に

生
活
環
境
課
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

ヒ
ン
抜
き
機
を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
万
式
は
屯
気
ド
リ
ル
を
使
う
万
法
で
、

だ
れ
で
も
簡
単
に
ピ
ン
抜
き
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
休

R
や
然
日
の
前
日
は
ご
利
用
さ
れ

る
か
た
か
多
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
屯
話
な

ど
で
子
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
は
、
ヒ
ン
肱
き
を
す
れ
ば
、
ス
ノ
ー
タ

イ
ヤ
と
し
て
使
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
を
。

き
ち
ん
と
処
分
を
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る
保
険
悦
J
U

い
っ
し
ょ
に
納
め
て
く

だ
さ
い
(
納
税
制
談
の
窓
口
は
、
阿

保
年
金
諜
で
す
〕

日
ご
ろ
か
ら

健
康
に
関
心
を

今
後
、
人
口
の
高
齢
化
の
急
速
な

進
展
に
よ
っ
て
、
医
療
費
も
地
加
し

て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
な
お
い
っ
そ
、
7
医
療
費

を
大
切
に
使
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

L
、
間
ド
ッ
ク
受
診

l
d者
に
補
助
金
を

故
近
、
働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
を
お

人間ドック補助制度

!>対象 35/;!t以 1--のrH1¥:て、次グ川、すれかに

該当する人 ① |五[(~~)lll 入者②|五i保以外の保険!lll

入者て¥助成制!主を受けられない人③同保以外

の保険!JH入者で、 111JI釘IJIJI支があって も、 TIiのDiJ

成よ r)b下[IIJる給付を受けている人 !>補助額

①1 ~1'l 2 11トソク=1 JjPl②'['!日ド 吋ク=5

千円 b申請に必要なもの ①険fl:'~I( JTJ iii1 ~ 1.. .!} 
②保険証③1:[1鰍i)1I f<ii番号

卒
業
、
就
職
、
思
臓
な
ど
で
市
役
所

へ
の
開
け
出
が
必
要
な
か
た
が
多
く

な
り
ま
す
。
特
に
国
保
の
場
合
、
就

職
な
ど
で
社
会
保
険
な
ど
へ
加
入
し

た
と
き
に
届
け
出
を
さ
れ
な
い
と
、

間
保
と
社
会
保
険
な
ど
の
耐
占
に
保

険
税
制
仰
を
支
払
う
こ
と
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
の
届
け
出
は
、
勤
め

先
で
は
や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、

世
帯
、
正
か
家
族
が
必
ず
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
社
な
ど
を
退

職
し
、
間
保
に
加
入
さ
れ
る
か
た
も

お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

そ
う
成
人
病
が
助
川
し
て
き
て
い
ま

す
。
川
削
叶
汁
外
.
引
日
.
叶
制
制
判
斗

・
斗
汁
を
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
健

康
へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
昨
年
八
月
か
ら
人
間
ド

ヴ
ク
受
診
者
に
刷
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す

J

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
保
の
届
け
出
は

M
日
以
内
に

ニ
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
入
山
字
、

国保の届け出 (14日以内に届け出ること)

こんなときには届け出を | お持ちいただくもの

他の市区町村カ、ら転入してきたと|I I:V/'I'~~J 'r"J 'J .... J.A/''-' .... c: I...L.. I印鑑・(国保の保険証)
国 |き |

?号他の社会保険なとをやめたーときっ百鐙 'U~d~副頭顧失証明書
示 し三会社などをやめたとき) 1 ( 国 管保険証)

入 |子どもが生まれたとき j印鑑アi呆の{験証

国 |他の市区町村へ転出するとき 印鑑・国保の保険証

字 国可制高三に加入したとき :印鑑 ・社会保険資格取得証明書 ・

長 い抑などへ勤めたとき) I国保と(社会保険など)の保検証

退 |死亡したとき 1印鑑 国保の保険証

ーート ー→一一一
退職者医療制度に該当したとき ;印鑑 ・年金証書

そi住所・世帯主・氏名などが変わっ i!?'Le品市 !印鑑 ・国保の保険証
の |たとき 一一一一一一一|

l保険証をなくしたとき、汚れて使 '印鑑・使えなくなった保険証 ・
他 | えなくなったè:~ ___  - '身分を証明するもの(免許証など)

|修学のため子どもが他の市区町村 |
E 宇=!:::::.:.::':_': YIJ 1\!:; \I "'''~''''J'r'J i印鑑 ・国保の保険証・在学証明書
に下宿するとき | 

※( )は、現在お持ちのかたのみ該当します。

※届け出は、市役所市民課または各支所までお願いします。
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日
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9
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関
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ら
守
る
運
動
」

縫進月間の最終日<5月19日目〉
には「資源活用広場」の開催を予

定しています。どうぞご参加くだ

さい。

t>問い合わせ

1390) 

生活環廃言葉〈内線
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の人同鑑 マ 税 1阪 ママ み は 十 二 マ 今 圃・・・・
2霊長白雪長ぶ装宗 主主青?品自古都 縦国
(届代唐 物 屋で 号、十午ま 次改 覧定
法ま理の 課 き 資 ま 第 二 後 で 四 の 正 は資

{ G G余震突 誉会護士子雪量424主4産
{ 社委覧 ・鮮 悦 帳 課 第十十同日 1) f箇月課

j 町設2裂括 償 土 52332吹ZTl税
f 縦、合管場 却 地 :よ 日誌で(前らりの ロ 台

覧 代 は 車 合 資課む 日)十.八同また 台、 雇
i 者理 代 人 は 産 税 は 臨 時 こ す め "': 'I'>>C 

{ の 人 理 も 印 課台喧 休 日三十 。 、b

; とポ て の 日 で 閏 ・ な マ ま会 ωに台 マ 正i
j 家な平平評三をす定平 三 り 納 す に ま 不 帳 審 錐

屋 1)士'5)1戎 1前年会長。資成 年 ま 期 。文で服に 査 )
にま h岡三鍋間 i焦 土 産 三 度 ず 変 書にの登 の
っすの年がの日地の年 は 。更 で固あ録 申

i い 。上 l支決 地 と は 評 度 評 事定るさ し
; て 昇の定価し 、価は 価 第 査資人れ 出
; は If!宅さのて平替 、替 ー の 産 は て
j は地れ動 、成え三 え 期 申評、い固

平 一評ま l古l基元の年 は し価凶る定
j 成 ・filfiすを準年基に 五 出審月{師資
;ニ ー額 。勘 日 七準一 月 が資三 格 産
j 年 四の 案以月年度 末 で委十な課
; - f背指 し前一度の と き民日ど税

i 極が以 ・・・圃・ 1 '¥7 ま音1)はえ新 てはで月
{ 的お上 マ 幽 E目 2 間 すの評がしま評平に二
j こうの 入 宇果 9 い 。家伽行いた i凶成 、日
j 活 躍 県 学ん 老 2 合 屋前iわ評、制三新か

; 型S2喜で 人 )2 5Z2E222キネ
j き域住 み大 いえず il1t家定の増成
i る 福者 お 豊鎗 資 て置がに屋さ評築三

;人法てZ吾を 蔵品 iギミ52理主f
i マ たさ;tiJ Ju 謀 1凶な半ていす鈴¥iL月
J 募 め習六 誌 ( とりの評て 。にた-
t 集 に怠 十 M 内 な、家 i悩 も よ家 日
j 人 瞭欲哉 線 1)ー屋替 、 つ 屋ま

1 送 す 法 員 る 指 終 以 ~ 合 参あ 出 員

i未hd受認 十三ZLおE養地 82a;罪白五
O地 〈月講生六若と 、県 講 成爆 1 送す 法 庁十

)25 I警主三xh接2語講活 ;ih4入 E12
務 い(村 がン上も活に住 座動 0 地 〈月学文上

所 。ま社 タ 回可動 お 者主 の指 )35I喜22
2EZ議 |官 )22でt募導 務日榊がン区

課 い 持に マ ) マ 意各養 5集者 所 V ま塁タ)
( 合 参あ 出 マ 募 志分成パ 厚 マ で玄|
包わ かり 願教集 の 野 講十 生 問 に課 教
⑫せ 郵ま 方室人 あの座歳 諜 い 持に マ室
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みんなで投票
長野県議会議員一般選挙

4月7日⑮

上岡市議会議員一般選挙

4月~~日⑮
・上田市選挙管理委員会

投票日

投票日

盟議盟
麟鰯

募刊を
叩
者

4
H
M
 

真

参
田上回

A
H
U
 

第

日 時 募 集内容など

①募集隊=真図案隆隊17人、

畠主義隊13人、 拳村隊13入、

真
大助隊15人(小中学生)、 +

勇士隊16人(男性)、務馬隊

回
4月27日出 10人、姫君隊23人 (男性 9

午後3:叩 入、女性14人)

武
(集会) ②ー隊は原則として事業所、

午後6:00 ク'ループなどの単位で募集

者 (出陣式・ (騎馬隊のみ個人でも可L

行
行列) @衣裳などは事務局で用意

します。

列
@真田幸隆 ・昌幸・幸村隊

は15万円。十勇士 ・姫君隊

は10万円。騎馬隊は馬 |頭

につき 6万円。

手 4月27日比) 二~

緩つ
午後3:30 ①募集小間は20軒 。 @小間

下〈
(集会) {ま事務局で用意します。

町り 午後4:00 ③小筒一軒につき 5千円。
(関庖)

、、、
4月27日出

会場はよ田商工会議所。
ス

応募資格は、 ① 18綾以上の上 午後3:30 
国 未婚女性(高校生除く )で、
コ (集会)
‘ / 

午後4:00 
上田市とその周辺に在住す

ア る入、 ②各行事に率先して
ス (審査)
ト 参加できる人。

E伊 商工会議所にある「参加申込書」に記入

込 し、 4月10日(氷)までに 「〒386市内大

方 手 |ー10-22 上回商工会議所業務課内
j去

上田真田まつり実行委員会Jへ

「中東が知りたい」

一歴史にみる中東〈民族 ・

女化 ・宗教)-

3月27日(水)19: 15-

E尊師は上回女子短期大学助

教授袋入秀敏さん



4月の相談可

自主納付のかた、口座振替が便利です/
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9期

納期限は4月オ白です

今月の納税

国民健康保険税

勤労青少年ホーム教養講座

日起日 議座名 期 間 回数 定員

月 茶道(裳千家)4/15-9月末B20回 15人

月 生け花(尊月流)4/15-9月末日 20回 18人

火 生け花(主主月流)4/16-9月末日 20回 18人

木 茶道(表子家)4/18-9月末日 20回 15人

木 生け花(itl! 坊)4/18-9月末日 20回 18人

金 手 編 み 4/19-7月末日 12図 18人

中日 言炎 日 日 時 会場な ど

4月12日(金)

法 律 キ目 3炎 13:30-15:30 
市

予約先は生活.fJr1
(予約制) 4月26日(金)

所役
境諜(内線1388) 

13:30-15:30 

人権 ・悩みごと相談
4月4日(木) 宮 西庁合2階

13 : 00 -16 : 00 ⑫ 会議室

4月11日(木)
4 

南庁令5階
土地 ・建物相談 1 

13: 00-16: 00 。第 1会議室

4月1日(月 )
。

袋君主委員会
農地問題相談

8 : 30-17 : 00 (本庁舎2階)

行 政 相 談
4月8日(月)

西武テ'ハー ト10・00-15:00 

心配ごと相談
合rtj担火眼目

10: 00-15: 00 社会悩祉協J議会

法 律 キロ 童n4.4屯
4月20日(土) 宮 ⑫ 2025

10: 00-正午

法 律 キ目 談 4月17日(水)

(予約 制) 13: 30-15: 00 上岡商工会議所

保険年金相談
毎週月~金11M日 官⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

市 民 相 3炎 毎週月~土曜日 (午前) 生活環境課

消沈生活相談 9 : 00-17 : 00 市 (南庁舎3階)

健 康 相 言炎
毎週月~土眼目 (午前)

{生
健康相談室

9 : 00-17 : 00 (衛庁舎2階)

毎週月~金眼目 所 福祉謀
家庭 ・児 童相談

9 : 00-16 : 00 E ⑫ 2000 

※市民相談室は西斤舎 2階から衛斤舎 3階へ移りました。

※市役所は、第 2・第4土曜日は閉庁(休み)となります。

圃・・圃 線マい獣ら十し最票い戸 ので四 ・・・-
Eご移 ;明手需2円 liす存ご品二れ(125予犬
館利動 8合 立がい マ 1 の 申る布続犬ま日登 防の

iTE Z2ii?討委害対;;;口持
どだ館 生 十 聞は 金 ( に査 |治が後同犬
字 国 』 士 市五し 、期 飼記録フ会対九 二 病
r.:. c 宅 環円て五間四い入票レを象十十予

タい 境が 注月 中 千 犬 押 ・ ツ 通で 一三 防
に 課加射以に九も 症トじす日日注
l (算を 降受百い T射 にて。 以 ω射
六 内 1 行 にけ七つヘ済付各 上ま を

3 い 市庁三 物 8 マ だ「し移

)32さ去:最2入物 3Ti警ご自
せ{主階 i き売野 札昂 ) 合 。う ま 書

体 E義マ固 有号 室堅 2 会て空
育舗室 と 月の 、fJ'完 」巡や

謀を こ二入県 い権 図 2 固 ま

丙雪芸ろ (見学芸 ま荷 量 i器ど
線 人 加市 午す球 すの ( を ・ 」
1 資 役後。場 宮 ご時が
7マ格所ー 内 ⑫ 覧間巡
5 関 西 時 の O くは回

※時聞は各講座とも午後6時30分~8時30分

楽

1
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っ
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い
一
上
一回
一
創
一
造
一館一

|道福神まつり震

3/21附~4/2él<)

|プラネタリウム
特別投膨

3/21附~4/2ék)

|親子ふれあい
折り紙毅室

3/21附

|親予映画劇場

3/23(士)~25伺)

計
量
モ
ニ
タ
ー
を
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マ
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応
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期
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月
初
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広
報
」
2
月
凶
日
号
を

春
季
特
別
事
業
宮

@
A
l
t
-
-

|春の星空観望会

3123出 ・24日

|初級パソコン毅室

3125(月)~27附

|親子映画毅室

|伝承予ども遊び大会

3/30凶 .31日
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.;g;内沙織ちゃん

(3歳・五加〉

保健ttt
保健予防課(内線1374)

小児まひ予防

ポリオ生ワクチンを投与

1>対象者 平成2年 7月 1日から同年12月31日まで

に生まれた幼児 (4歳未満で、今までl回も受けてい

ない 、または 1回だけ受けた人も含みます) 1>投与

方法 6週間以上の間隔をおいて、 0.05meずつ口の中

へ2回投与します。 1>接種時間 各会場とも午後 l

11寺30分から伺 211寺30分まで じ〉持ち物 母子健康手帳、

問診誤 (赤ちゃん手帳の中に綴り込んでありますが、

会場にも用意してあります) 1> 注意事項 ①赤ちゃ

ん手l阪の中仁、予防接種前後の注意事項がありますの

で、ご覧 ください。 ②この二予防接種と三磁il~合、二種

混合、麻しん (MMR)の予防接種の時期が同じなの

で、間隔にご注意ください。麻しん (MMR)は、接

種後 1か月間、三特.混合、二種混合は 2週間、他の予

防接種が受けられません。

ポ リオ(小党まひ)予防接種目程表(春期)

~ J持 名 1t併百E五8 ，t.t ~見地 I{

i且l日付 F蝕r，Jtセンター 4 5 I孟 国
H JI 
10 24 -ー 一

1111出社会初祉センFー
日 日 )11 西(*1 ω 

東宮s(際入 ・以前・よ常日1・広IJ常m・
下常m ・ ~t常悶・ H，j，町1 ・1jI;入 }

中失 {俄IIff. i毎世fllff・原田I・袋町 ・且;

，1; 保健セ ン タ ー 4 5 t島町 ・凶町 ・jL掛町・本田f.北大

月 月 手)
(ili (究所陶ー庁舎2rnl 

11 28 西部 (下紺屋町 ・嫌。;¥. Jl.!i3品・新町 ・

日 日
.:.i訪古Jí . 生島正 ・ 1常~町 ・ 触が丘 ・
新民 .~~かJJ:北 ・ 主主か丘i恒 ・ 減北)

(-+3 f刈

上野かJi公民館 神科 ・隻量生

111 辺町会館 川辺・泉田

南部(1釘犬 ・五l'l<. ~t天 ・ 絞尾町 ' 1I!!i

市保健セ ン タ ー 4 5 I!L町 ・本町 ・末広町 ・大手町1
北部 (上川原柳町 ・下川1原柳町 ・愛宕

月 月
町 ・上鍛冶町 ー鍛冶町 ・上IR山 ・i 市役所樹庁舎2f.省} 16 29 下l万山 ・柳町 .i括協・よ輔I魁町}

日 日 泡JiL(秋和 ・」こI孟fJi.'下出尻)

神 川地区公民館 (必 (*1 神 )11 
ニ ~f 町会館 城 下

※1回目と 2回目の問隅は 6週間以上あけてください。
※接種時間は、各会場とも午後 1 時30分~ 2 時30分。

三種混合予防接種(予備日)

〈対象者〉

1>1期=今年 1、2、3月のうち、 2凶しか受けてい

ない幼児 (8週間以上間隔があ くと受けられません)

[>2期=1期終了後、 12か月を給過した幼児 (ただし

5歳 6か月未満)

三種混合予防接種日程表(予備日)

上聞市保健セ ン ター 1 . _ _ _ _. 1 ，y，j・部).~t gi; ・凶部 .1証比・
I 4月8日明川 J 

(市役所南庁舎21洛) | 【… 1J11辺.JiU31・神科 .~~殿

上岡市保健セ ン ター| ー ・.1*~Ií ・中央 ・峻ド・仲川 ・
I 4月981*川

( 市役所南IT合 2~皆 ) I 【 v"I均IJJ・川l封

※接種時聞は、両日とも午後 1 時30分~ 2 時30分。

※駐車場が狭いので、家lまなるべくこ7遠慮ください。

4月の乳幼児健康診査

1>受付時間 いすれも午後 111寺-2時 1>持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、前ブラシ

( 1哉 6か月児)01 i投6か月児は、亦ちゃん手帳の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。 3j託児

の健康診傘繋は 、様式が変わりました また、視聴覚

検査のアンケートも加わりましたので肘紙をお送リし

ます。 ご記入のうえ蝕診におtIlかけ ください。

保健センター (市役所南斤舎 2階)

i4J! 吉11;:;九， 実施日 干l三年 月 日

4 か 月
4H4日 2. 11. 16 -11. 30 

一4 H23日 2. 12. 1-12.15 

4 Jl 5日 2. 5.16- 5.31 
10 カA

月 十 4rJ30日一， 2. 6. 1- 6.15 

1削かJ-l W月山1t ~ιじJIU916- 9却日J24 ト一一 ー 一一一

J J 15 U 1 63. 3. 1- 3.15 
3 j:& l4)j22日 163.-3.16-3.31 

塩田母子健康センター (塩田地区)

4 か月 1 . • _ ._. 1 2.11.16-12.15 
I 4 B 3日 ト一一一一

10 か月 I.，，-- I 2. 5.16- 6.15 

3 成 I4 JJ26日 I63. 2. 1- 3.31 

川西社会福祉センター (川西地区)

4 か月 I I 2. 11.16-12.15 

10 か月

1 i~R 6か月

4 J-.J 12日 5.16-6.15 

J1:. 9.16-10.15 

テレビ版「広報」
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